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地域医療支援病院・地域がん診療連携拠点病院

川崎市立川崎病院の基本理念
私たちは、地域の基幹病院として、他の医療機関と連携し、｢病気｣でなく｢病人｣

を診る心を大切に、安全安心で質の高い医療を、患者の皆さまとともに考え、実践
し、健康と福祉の向上を通じて地域社会の発展に貢献することを目指します。

川崎市立川崎病院
シンボルツリー

▍認知症とは

▍認知症のことは病院に行っても仕方がない…？

早期発見が大切です！
医療機関に早めにご相談ください

▍認知症には前段階があることをご存じですか？

認知症やＭＣＩの進行を遅らせる薬 レカネマブとドナネマブがあります。
アルツハイマー病において、ＭＣＩに使える初めての薬です。
アルツハイマー病を原因とする軽度の認知症とＭＣＩに効果があります。

ＭＣＩ：Mild Cognitive Impairment

認知症治療 のパラダイムシフト

認知症になる手前で進行抑制が期待できる時代です

進行するとレカネマブとドナネマブは使えなくなります。
他の病気と同じように早期診断と早期治療が大切です。専門医による正しい診断
と治療を受け、これからのご自身への生活の備えをしていくことが大切です。

認知症の手前の段階を、ＭＣＩ(軽度認知障害)といいます。

様々な原因で記憶や思考などの認知機能が低下し、日常生活や社会生活に支障を
きたす状態です。日本では高齢化の進展と共に認知症の人も増加しています。
65歳未満で発症する｢若年性認知症｣もあります。



◆ 新たな（発症後に起きた）ことを覚えられない
◆ 過去（発症前）のことを思い出せない
◆ 段取りよく進められなくなる
◆ いろいろな作業でミスが多い
◆ 話す内容が支離滅裂になる
◆ 聞いて理解できなくなる
◆ ぼんやりして反応が遅い
◆ 流暢に話せなくなる
◆ 物の名前を間違える
◆ 書き間違い、脱字
◆ 筆算や暗算ができない
◆ 実際はないものが見える
◆ 相手の言葉を復唱できない
◆ ひらがなや漢字が読めない
◆ 文字が思い出せず書けない
◆ よく知っている場所で道に迷う
◆ 無意味な模様などを人や虫に間違える
◆ 日常のありふれた物の名前が出てこない
◆ 細かい動きやスムーズな動きができない
◆ バイバイなどのジェスチャーができない
◆ 図の模写や手指の形の模倣などができない
◆ 相手や周りの状況を認識し、それに適した行動がとれない

▍“アルツハイマー病” と診断されてしまったら？

◆ 初回投与

１泊２日の入院にて、症状モニタリングを行いながら

約１時間程度、点滴で投与します。

◆ ２回目以降

外来通院にて、医師の診察後に点滴で投与します。

投与の頻度は、レカネマブは２週間に１回、

ドナネマブは４週間に１回です。

◆ その他詳細、副作用など

主治医が詳しくお伝えします。

▍川崎病院ではどのようにＭＣＩや認知症の診断をしていくの？

もの忘れ外来担当医のご紹介

北薗 久雄 布施 彰久

▍どんな人が医療機関に相談したらいいの？

【電話予約】
紹介状のある方は

まず「もの忘れ相談

室」(患者総合サポート

センター内)へお電話

ください

044 – 233 – 5521 (代表)
(平日) 8：30～17：00

【相談面接】
精神保健福祉士が初回診察

の前に、お困り事や生活の

ご様子を伺います

介護や保健
福祉制度の
ご相談もお
受けします

【初回診察】
もの忘れ外来にて

認知症専門医

による診察

月曜日：午前

木曜日：午前

【検査予約】
患者さんに応じて必要な検査を実施します

頭部ＭＲＩ検査、脳波検査、

脳血流ＳＰＥＣＴ検査、

ＤＡＴシンチ検査、血液・尿検査、

脳脊髄液検査、神経心理検査 など

レカネマブやドナネマブの投与対象と判断
される場合は、アミロイドPET検査を行う
ことがあります

アルツハイマー病に対する新薬として、２０２３年１２月にレカネマブが、

２０２４年１１月にドナネマブが日本で使えるようになりました。いずれも

点滴で投与する薬で、健康保険適用です。投与対象となるかは、さまざまな

検査などにより判断されます。

認知症を完全に治したり進行を止めたりできる薬は現在ありませんが、レカ

ネマブとドナネマブは、症状の進行を抑制する効果があるとされています。

▍川崎病院での の治療の流れ

ＭＣＩも認知症も、さまざまな症状があります。
むずかしく考えずに、まずはかかりつけ医に相談してみましょう。

ＭＣＩか軽度の認知症なら進行を抑制できる可能性がありますたとえばこんな症状や傾向が出始めた人です

基本の流れ

【かかりつけ医にご相談】
認知症もしくは認知症の疑い

があると診断された場合は、

より専門的な診察や検査が可

能な病院を紹介されます

日本内科学会認定内科医
日本神経学会認定神経内科専門医
日本認知症学会専門医
日本認知症予防学会専門医
認知症サポート医
日本頭痛学会専門医

レカネマブ
ドナネマブ



〔発行元〕令和７年１月２１日発行（第５５号） 発行責任者：瀬川 裕／編集：広報委員会
事務局：川崎市立川崎病院庶務課 川崎市川崎区新川通１２－１ 電話：０４４－２３３－５５２１
http://www.city.kawasaki.jp/32/cmsfiles/contents/0000037/37856/kawasaki/

患者さんの権利

当院は、患者さんの医療にかかわる、次の権利を尊重します。
1 生命の尊厳と、人格を尊重した医療を受ける権利があります。
2 安全安心で質の高い医療を平等に受ける権利があります。
3 ご自身の病気や治療について知る権利を持ち、わかりやすく説明を受け、希望や意見を述べる権利があります。
なお病名や予後について知りたくない場合は、そのお気持ちを尊重します。

4 ご自身が受ける医療を自らの意思で選択あるいは拒否する権利があります。
5 ご希望により、診療のいかなる段階においても、他の医師および他の医療機関の医師の意見（セカンド･オピニオン）
を求める権利があります。

6 診療上の個人情報は厳重に保護され、その秘密は守られます。

〈 文責：【認知症関連】認知症疾患医療センター 【病院からのお知らせ】医事課 〉

マイナンバーカードは診察前に操作のうえ

受付にお声がけをお願いします

読み取り機は各診療科の
受付や１階 総合案内近
くにあります

特定の資格をもつ専門スタッフや認知症ケアの訓練を受けた多職種で構成するチームです。

各職種からみた患者さんのご様子をふまえ、専門的知見とレカネマブやドナネマブを含む

最新知見を共有し合い、治療体制の構築・見直しをチーム連携で進めています。

▍認知症ケアチーム

当院は、川崎南部の認知症診療の中心を担う認知症疾患医療センターです。川崎・幸区内
の医療機関と顔の見える関係を築きながら、レカネマブやドナネマブなどの最新治療を含
めた診療の効率化や治療効果の向上をめざし、生活視点でのニーズにも対応していきます。

▍認知症地域連携

▍病院からのお知らせ

予約･予約変更の受付時間を延⾧しました

紹介予約センター
【平日のみ】 9：0 0 ～ 1 6：3 0
⇒電話：0 4 4 – 2 4 6 – 0 4 8 9 (直通)

各科外来(予約変更のみ)
【平日午後】 1 3：0 0 ～ 1 6：3 0
⇒電話：0 4 4 – 2 3 3 – 5 5 2 1 (代表)

※医療機関様からの予約は患者サポートセンターへお願いします


